
　

今
世
紀
最
大
と
い
わ
れ
た

　

今
世
紀
最
大
と
い
わ
れ
た

「
運
慶
展
」（
９
／

「
運
慶
展
」（
９
／
2626
〜

／／

2626
上
野
東
博
）は
連
日
、満
員

上
野
東
博
）は
連
日
、満
員

御
礼
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
実

御
礼
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
実

は
当
山
、
満
願
寺
の
観
音
菩

は
当
山
、
満
願
寺
の
観
音
菩

薩
・
地
蔵
菩
薩
も
御
出
張
あ

薩
・
地
蔵
菩
薩
も
御
出
張
あ

そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
内
覧
会

そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
内
覧
会

に
招
か
れ
、
会
場
に
立
ち
並

に
招
か
れ
、
会
場
に
立
ち
並

ぶ
運
慶
の
最
高
傑
作
の
数
々

ぶ
運
慶
の
最
高
傑
作
の
数
々

は
圧
巻
感
動
的
で
し
た
が
、

は
圧
巻
感
動
的
で
し
た
が
、

私
は
同
時
に
う
ち
の
観
音
様

私
は
同
時
に
う
ち
の
観
音
様

お
地
蔵
様
は
他
の
ス
ゴ
イ
仏

お
地
蔵
様
は
他
の
ス
ゴ
イ
仏

様
に
囲
ま
れ
、
び
び
っ
て
お

様
に
囲
ま
れ
、
び
び
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
余

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
余

計
な
心
配
を
し
て
し
ま
い
ま

計
な
心
配
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
運
慶
さ
ま
の

し
た
。
し
か
し
運
慶
さ
ま
の

血
を
引
く
お
二
人
さ
ん（
観

血
を
引
く
お
二
人
さ
ん（
観

音
・
地
蔵
）は
立
派
に
会
場

音
・
地
蔵
）は
立
派
に
会
場

に
立
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

に
立
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
お
二
人
の

　

さ
て
、
そ
ん
な
お
二
人
の

留
守
を
し
っ
か
り
守
っ
て
下

留
守
を
し
っ
か
り
守
っ
て
下

さ
っ
た
の
が
今
回
の
御
仏

さ
っ
た
の
が
今
回
の
御
仏

『
毘
沙
門
天
立
像
』
で
す
。

『
毘
沙
門
天
立
像
』
で
す
。

　

中
国
の
武
人
の
よ
う
な
甲

　

中
国
の
武
人
の
よ
う
な
甲

冑
を
身
に
つ
け
邪
鬼
を
踏
み

冑
を
身
に
つ
け
邪
鬼
を
踏
み

つ
け
腰
に
手
を
当
て
た
姿
は

つ
け
腰
に
手
を
当
て
た
姿
は

と
て
も
逞
し
く
、
東
国
武
士

と
て
も
逞
し
く
、
東
国
武
士

の
気
風
に
か
な
う
も
の
で

の
気
風
に
か
な
う
も
の
で

す
。
毘
沙
門
天
は
四
天
王
の

す
。
毘
沙
門
天
は
四
天
王
の

一
つ
多
聞
天
と
も
称
さ
れ
、

一
つ
多
聞
天
と
も
称
さ
れ
、

北
方
を
守
る
護
神
。
常
に
仏

北
方
を
守
る
護
神
。
常
に
仏

を
守
護
さ
れ
、
法
を
よ
く
聞

を
守
護
さ
れ
、
法
を
よ
く
聞

き
、
そ
の
福
徳
が
遠
く
十
方

き
、
そ
の
福
徳
が
遠
く
十
方

に
聞
こ
え
る
が
ゆ
え
に
多
聞

に
聞
こ
え
る
が
ゆ
え
に
多
聞

天
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

天
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
仏
教
が
ま
だ
説
か
れ

　

ま
た
仏
教
が
ま
だ
説
か
れ

る
以
前
に
財
宝
、
財
富
の
神

る
以
前
に
財
宝
、
財
富
の
神

と
伝
え
ら
れ
、
や
が
て
仏
教

と
伝
え
ら
れ
、
や
が
て
仏
教

に
と
り
入
れ
ら
れ
、
七
福
神

に
と
り
入
れ
ら
れ
、
七
福
神

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
貧
乏
神
を
追

す
。
と
り
わ
け
貧
乏
神
を
追

い
払
う
力
が
あ
る
と
い
わ

い
払
う
力
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
財
を
富
ま
し
福
を
授
け

れ
、
財
を
富
ま
し
福
を
授
け

る
神
と
し
て
民
衆
に
深
く
信

る
神
と
し
て
民
衆
に
深
く
信

仰
さ
れ
ま
し
た
。
満
願
寺

仰
さ
れ
ま
し
た
。
満
願
寺

で
は
観
音
・

で
は
観
音
・

地
蔵
の
脇
侍

地
蔵
の
脇
侍

の
よ
う
に
な

の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す

が
、
単
独
と

が
、
単
独
と

し
て
も
民
衆

し
て
も
民
衆

に
と
て
も
厚

に
と
て
も
厚

く
信
頼
さ
れ

く
信
頼
さ
れ

て
い
た
の
で

て
い
た
の
で

す
。
す
。

　

近
年
知
り

　

近
年
知
り

ま
し
た
が
１
９
６
１
年
（
昭

ま
し
た
が
１
９
６
１
年
（
昭

和
3636
）
ま
で
は
三
浦
八
毘
沙

）
ま
で
は
三
浦
八
毘
沙

門
霊
場
が
定
め
ら
れ
御
開
帳

門
霊
場
が
定
め
ら
れ
御
開
帳

が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
び
っ
く
り
で
す
。
満
願

す
。
び
っ
く
り
で
す
。
満
願

寺
は
三
浦
観
音
霊
場
・
三
浦

寺
は
三
浦
観
音
霊
場
・
三
浦

地
蔵
尊
霊
場
・
三
浦
不
動
尊

地
蔵
尊
霊
場
・
三
浦
不
動
尊

霊
場
、
こ
の
三
つ
の
霊
場
に

霊
場
、
こ
の
三
つ
の
霊
場
に

属
し
、
毘
沙
門
さ
ん
だ
け
は

属
し
、
毘
沙
門
さ
ん
だ
け
は

外
れ
て
い
る
の
か
と
ば
か
り

外
れ
て
い
る
の
か
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
毘

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
毘

沙
門
霊
場
も
あ
っ
た
の
で

沙
門
霊
場
も
あ
っ
た
の
で

す
。
現
在
は
ご
開
帳
が
途
絶

す
。
現
在
は
ご
開
帳
が
途
絶

え
て
は
い
ま
す
が
、
い
つ
の

え
て
は
い
ま
す
が
、
い
つ
の

日
か
三
浦
毘
沙
門
霊
場
の
ご

日
か
三
浦
毘
沙
門
霊
場
の
ご

開
帳
が
復
活
さ
れ
四
大
霊
場

開
帳
が
復
活
さ
れ
四
大
霊
場

と
し
て
人
々
の
願
い
が
満
つ

と
し
て
人
々
の
願
い
が
満
つ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
ん
。

　

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

　

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
が
湘
南
エ
リ
ア
な

で
が
湘
南
エ
リ
ア
な

の
で
し
ょ
う
か
▼
鎌

の
で
し
ょ
う
か
▼
鎌

倉
を
走
る
路
線
バ
ス

倉
を
走
る
路
線
バ
ス

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
も
オ
リ
パ
ラ
版
に
変
更
さ

ト
も
オ
リ
パ
ラ
版
に
変
更
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
近

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
近

づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ

づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ま
す
▼
そ
ん
な
鎌
倉
市
の

せ
ま
す
▼
そ
ん
な
鎌
倉
市
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
横
浜

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
横
浜

ナ
ン
バ
ー
で
す
が
、
市
内
で

ナ
ン
バ
ー
で
す
が
、
市
内
で

は
湘
南
ナ
ン
バ
ー
も
多
く
見

は
湘
南
ナ
ン
バ
ー
も
多
く
見

か
け
ま
す
▼
神
奈
川
県
ホ
ー

か
け
ま
す
▼
神
奈
川
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
鎌
倉
市
は
、

ム
ペ
ー
ジ
で
の
鎌
倉
市
は
、

湘
南
地
域
で
は
な
く
横
須
賀

湘
南
地
域
で
は
な
く
横
須
賀

三
浦
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す

三
浦
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す

▼
そ
の
よ
う
な
中
、
鎌
倉
市

▼
そ
の
よ
う
な
中
、
鎌
倉
市

が
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
湘
南

が
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ベ
ル
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン（
本
拠
地
）に
追
加
さ
れ
る

ン（
本
拠
地
）に
追
加
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
▼
鎌

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
▼
鎌

倉
市
か
ら
は
多
く
の
女
子
サ

倉
市
か
ら
は
多
く
の
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
が
育
っ
て
い
ま

ッ
カ
ー
選
手
が
育
っ
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
追
加
を

す
。
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
追
加
を

機
に
芸
術
文
化
だ
け
で
な

機
に
芸
術
文
化
だ
け
で
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
も

く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
も

様
々
な
活
動
が
さ
れ
る
こ
と

様
々
な
活
動
が
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
Ｎ
）

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
Ｎ
）

　

映
画
文
化
の
振
興
を
目
指

　

映
画
文
化
の
振
興
を
目
指

し
、
映
画
の
予
告
篇
の
紹
介

し
、
映
画
の
予
告
篇
の
紹
介

を
切
り
口
に
多
様
な
映
画
に

を
切
り
口
に
多
様
な
映
画
に

出
合
え
る
場
づ
く
り
を
し
て

出
合
え
る
場
づ
く
り
を
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湘
南
遊
映

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湘
南
遊
映

坐
（
岡
博
大
理
事
長
）
が
、

坐
（
岡
博
大
理
事
長
）
が
、

1010
周
年
＆
東
日
本
大
震
災
・

周
年
＆
東
日
本
大
震
災
・

熊
本
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ

熊
本
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
特
別
企
画
の
「
第
十

テ
ィ
ー
特
別
企
画
の
「
第
十

回
予
告
篇
Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭
」

回
予
告
篇
Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭
」

を
開
催
し
て
い
る
。

を
開
催
し
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト

　

２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト

し
て
今
年

し
て
今
年
1010
回
目
の
映
画

回
目
の
映
画

祭
。
短
編
的
に
映
画
作
品
の

祭
。
短
編
的
に
映
画
作
品
の

魅
力
を
伝
え
て
い
る
予
告
篇

魅
力
を
伝
え
て
い
る
予
告
篇

を
毎
年
選
ん
で
上
映
し
、
観

を
毎
年
選
ん
で
上
映
し
、
観

客
投
票
で
入
選
作
品
を
決
め

客
投
票
で
入
選
作
品
を
決
め

て
い
る
。
２
０
０
８
年
は

て
い
る
。
２
０
０
８
年
は

「
お
く
り
び
と
」、２
０
１
１

「
お
く
り
び
と
」、２
０
１
１

年
「
天
の
し
ず
く
」
、
２
０

年
「
天
の
し
ず
く
」
、
２
０

１
５
年
「
正
し
く
生
き
る
」

１
５
年
「
正
し
く
生
き
る
」

等
が
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

が
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
1111
月
2323

日
に
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

日
に
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

で
開
か
れ
、

で
開
か
れ
、1212
月
に
は「
映
画

月
に
は「
映
画

の
詩
人
」
を
テ
ー
マ
に
北
鎌

の
詩
人
」
を
テ
ー
マ
に
北
鎌

倉
の
禅
寺
で
上
映

倉
の
禅
寺
で
上
映

会
や
特
別
ゲ
ス
ト

会
や
特
別
ゲ
ス
ト

の
ト
ー
ク
な
ど
を

の
ト
ー
ク
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

予
定
し
て
い
る
。

　

▽

　

▽
き
た
か
ま
く

き
た
か
ま
く

ら
遊
映
坐

ら
遊
映
坐　

1212
月

３
日
浄
智
寺
。
９

３
日
浄
智
寺
。
９

時
、
坐
禅
体
験
、

時
、
坐
禅
体
験
、

1111
時
「
大
人
の
見

時
「
大
人
の
見

る
繪
本　

生
れ
て
は
み
た
け

る
繪
本　

生
れ
て
は
み
た
け

れ
ど
」
（
小
津
安
二
郎
監

れ
ど
」
（
小
津
安
二
郎
監

督
、
１
９
３
２
年
）
。

督
、
１
９
３
２
年
）
。
1515

時
、
詩
人
・
谷
川
俊
太
郎
さ

時
、
詩
人
・
谷
川
俊
太
郎
さ

ん
の
ト
ー
ク
と
詩
づ
く
り
の

ん
の
ト
ー
ク
と
詩
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

　

▽

　

▽
み
ん
な
の
小
津
会
Ⅰ

み
ん
な
の
小
津
会
Ⅰ

　

1212
月
９
日
建
長
寺
。

月
９
日
建
長
寺
。1010
時
、
時
、

小
津
監
督
の
墓
参
り
。

小
津
監
督
の
墓
参
り
。1313
時

半
、「
麦
秋
」（
小
津
監
督
、

半
、「
麦
秋
」（
小
津
監
督
、

１
９
５
１
年
）
。

１
９
５
１
年
）
。
1616
時
、
俳

時
、
俳

優
・
加
瀬
亮
さ
ん
と
小
津
組

優
・
加
瀬
亮
さ
ん
と
小
津
組

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
山
内
静

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
山
内
静

夫
さ
ん
の
対
談
。

夫
さ
ん
の
対
談
。

　

▽

　

▽
み
ん
な
の
小
津
会
Ⅱ

み
ん
な
の
小
津
会
Ⅱ

　

1212
月
1010
日
建
長
寺
。

日
建
長
寺
。
1010
時

半
、
建
長
寺
さ
ん
ぽ
。

半
、
建
長
寺
さ
ん
ぽ
。
1313
時

半
、「
東
京
物
語
」（
小
津

半
、「
東
京
物
語
」（
小
津

監
督
、
１
９
５
３
年
）。

監
督
、
１
９
５
３
年
）。
1616

時
、「
小
津
映
画
と
俳
句
と

時
、「
小
津
映
画
と
俳
句
と

予
告
篇
」
を
テ
ー
マ
に
俳
人

予
告
篇
」
を
テ
ー
マ
に
俳
人

・
長
谷
川
櫂
さ
ん
の
ト
ー
ク

・
長
谷
川
櫂
さ
ん
の
ト
ー
ク

と
俳
句
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ

と
俳
句
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
。

ョ
ッ
プ
。

　

各
日
午
後
か
ら
「
予
告
篇

　

各
日
午
後
か
ら
「
予
告
篇

大
賞
」「
映
画
チ
ラ
シ
大
賞
」

大
賞
」「
映
画
チ
ラ
シ
大
賞
」

「
歴
代
名
作
予
告
篇
集
」
上

「
歴
代
名
作
予
告
篇
集
」
上

映
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

映
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

小
津
映
画
の
魅
力
を
若
い

　

小
津
映
画
の
魅
力
を
若
い

人
に
も
継
承
し
よ
う
と
開

人
に
も
継
承
し
よ
う
と
開

か
れ
る
「
み
ん
な
の
小
津

か
れ
る
「
み
ん
な
の
小
津

会
」
。
岡
理
事
長
は
「
気
軽

会
」
。
岡
理
事
長
は
「
気
軽

に
見
に
来
て
、
映
画
だ
け
で

に
見
に
来
て
、
映
画
だ
け
で

な
く
、
上
映
す
る
場
所
の
持

な
く
、
上
映
す
る
場
所
の
持

つ
力
、
雰
囲
気
を
味
わ
い
、

つ
力
、
雰
囲
気
を
味
わ
い
、

人
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
ほ

人
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

各
日
前
売
３
５
０
０
円
／

　

各
日
前
売
３
５
０
０
円
／

当
日
４
５
０
０
円
／
学
生
と

当
日
４
５
０
０
円
／
学
生
と

1818
歳
以
下
は
５
百
円
引
。
湘

歳
以
下
は
５
百
円
引
。
湘

南
遊
映
坐
☎
０
４
６
６
・

南
遊
映
坐
☎
０
４
６
６
・
6565

・
０
１
２
３

・
０
１
２
３

　

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
佐

　

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
佐

藤
美
智
子
会
長
）
の
「
平
和

藤
美
智
子
会
長
）
の
「
平
和

の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
！
」
の
催

の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
！
」
の
催

し
が
し
が
1111
月
1818
日
鎌
倉
市
長
谷

日
鎌
倉
市
長
谷

の
鎌
倉
大
仏

の
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
で
行

高
徳
院
で
行

わ
れ
わ
れ
＝
写
真

＝
写
真
、
午
前

、
午
前
1111
時

半
、
市
内
の

半
、
市
内
の
1111
カ
寺
と
カ
ト

カ
寺
と
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
で
鐘
が

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
で
鐘
が

鳴
ら
さ
れ
た
。

鳴
ら
さ
れ
た
。

　

聖
心
や
清
泉
女
子
大
学
の

　

聖
心
や
清
泉
女
子
大
学
の

留
学
生
ら
も
参
加
し
、
ス
ペ

留
学
生
ら
も
参
加
し
、
ス
ペ

イ
ン
語
や
中
国
語
な
ど
で
平

イ
ン
語
や
中
国
語
な
ど
で
平

和
宣
言
を
唱
え
祈
り
を
込
め

和
宣
言
を
唱
え
祈
り
を
込
め

て
卓
上
の
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

て
卓
上
の
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
（
大
森

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
（
大
森

道
明
会
長
）
は

道
明
会
長
）
は
1111
月
1010
日
鎌
日
鎌

倉
市
内

倉
市
内
1919
（
国
公
立

（
国
公
立
1717
・
私
・
私

立
２
）
の
小
学
校
に
同
会
制

立
２
）
の
小
学
校
に
同
会
制

作
の
２
０
１
８
年
版
カ
レ
ン

作
の
２
０
１
８
年
版
カ
レ
ン

ダ
ー
を
寄
贈
し
た
＝

ダ
ー
を
寄
贈
し
た
＝
写
真
写
真
。

子
ど
も
た
ち
が
同
協
会
の
活

子
ど
も
た
ち
が
同
協
会
の
活

動
と
、
鎌
倉
の
歴
史
遺
産
や

動
と
、
鎌
倉
の
歴
史
遺
産
や

伝
統
行
事
を
知
る
き
っ
か
け

伝
統
行
事
を
知
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
お
う
と
今
年
初

に
し
て
も
ら
お
う
と
今
年
初

め
て
の
試
み
。

め
て
の
試
み
。

　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
の
安

　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
の
安

良
岡
靖
史
教
育
長
は
「
子
ど

良
岡
靖
史
教
育
長
は
「
子
ど

も
た
ち
が
鎌
倉
を
知
る
場
面

も
た
ち
が
鎌
倉
を
知
る
場
面

で
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と

で
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と

礼
を
述
べ
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー

礼
を
述
べ
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー

は
中
面
の
特
集
で
ご
紹
介
。

は
中
面
の
特
集
で
ご
紹
介
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

像
高
１
６
４
・
５
㎝
。鎌
倉

像
高
１
６
４
・
５
㎝
。鎌
倉

時
代
。

時
代
。

　

▼
御
鎮
座
記
念
祭

▼
御
鎮
座
記
念
祭　

1616
日

1010
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
1717
時

半
、
神
楽
奉
納
。

半
、
神
楽
奉
納
。

　

▼
歳
の
市

▼
歳
の
市　

1818
日
1010
〜
2020

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

1717
時
〜
拝
観
無
料
。

時
〜
拝
観
無
料
。

　

▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

　

3131
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

日
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

大
祓

　

大
祓
1111
・
1313
・
1515
時
。
時
。

　

古
神
礼
焼
納
祭

　

古
神
礼
焼
納
祭
1616
時
。
時
。

　

▼
除
夜
祭

▼
除
夜
祭　

3131
日
1717
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

円
覚
寺
内
正
続
院
、建
長
寺
、

円
覚
寺
内
正
続
院
、建
長
寺
、

大
船
観
音
寺
、光
明
寺
、浄
光

大
船
観
音
寺
、光
明
寺
、浄
光

明
寺
、青
蓮
寺
、瑞
泉
寺
、
東

明
寺
、青
蓮
寺
、瑞
泉
寺
、
東

慶
寺
、長
谷
寺
、本
覚
寺
、
杉

慶
寺
、長
谷
寺
、本
覚
寺
、
杉

本
寺
、
満
福
寺
、
妙
本
寺
、

本
寺
、
満
福
寺
、
妙
本
寺
、

薬
王
寺
、
龍
宝
寺
、
浄
智
寺

薬
王
寺
、
龍
宝
寺
、
浄
智
寺

な
ど
。
（
詳
細
は
各
寺
へ
）

な
ど
。
（
詳
細
は
各
寺
へ
）

小
津
安
二
郎
監
督（
画
・
那
須
良
輔
）

小
津
安
二
郎
監
督（
画
・
那
須
良
輔
）

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（7777）

満
願
寺　

毘
沙
門
天
立
像

満
願
寺　

毘
沙
門
天
立
像

1212月月

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

小
津
安
二
郎
監
督
ゆ
か
り
の
禅
寺
で

小
津
安
二
郎
監
督
ゆ
か
り
の
禅
寺
で

豪
華
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
上
映
会

豪
華
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
上
映
会

第
十
回
予
告
篇
Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭

第
十
回
予
告
篇
Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭  

小
学
校
に
カ
レ
ン
ダ
ー
寄
贈

小
学
校
に
カ
レ
ン
ダ
ー
寄
贈

鎌
倉
市
観
光
協
会

鎌
倉
市
観
光
協
会

平
和
の
鐘
を

平
和
の
鐘
を

鳴
ら
そ
う

鳴
ら
そ
う

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
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